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広 報 連 絡

１ 件  名  「公益財団法人岡山文化芸術創造」の設立について 

２ 設 立 日  令和２年４月１日（水） 

３ 設立目的  岡山市の外郭団体である「公益財団法人岡山市スポーツ・文化振興財団」と「公益財

団法人岡山シンフォニーホール」は、文化芸術の振興に関する多様な文化事業を創造し

展開することにより、地域の文化活動の活性化と文化芸術を担う次世代の人材育成等を

図り、市民県民のすこやかで心豊かな生活の向上と地域社会の発展に寄与することを目

指し、財団を統合し、新たに「公益財団法人岡山文化芸術創造」を設立します。 

４ 事  業  (1) 文化芸術の創造・発信、振興及び普及に関する事業 

(2) 文化芸術における多世代の交流及び参画の機運醸成に関する事業 

(3) 文化芸術の担い手育成に関する事業 

(4) 文化芸術を鑑賞する機会の提供に関する事業 

(5) 文化芸術活動への支援及び研究に関する事業 

(6) 文化芸術施設等の管理運営に関する事業 

(7) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

５ 役 員 等  別紙のとおり 
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「公益財団法人岡山文化芸術創造」の設立について Ｑ＆Ａ

 （具体的には）どのような事業展
開を期待するのか？

○これまで培った地域や市民団体とのネットワークを活かした協働交流
事業や音楽事業
○新たな専門的人材を中心とする劇場運営事業やプレ事業、開館記念
事業など
○岡山からの情報発信につながり、人が集まり、岡山市の文化力の向
上へと発展していくような事業展開を期待している。

 なぜ、こうした人たちが役員等に
選ばれたのか？

○新財団は、岡山市が文化行政を一層推進していくための重要な
パートナー
○高度な専門的人材等を確保し継続的に文化事業を展開するため、
また、その拠点となる劇場を運営していくためには、
◆オール岡山県での推進 ◆情報発信の強化
◆事業資金獲得力の強化 ◆大学との連携
◆拠点文化施設である劇場とシンフォニーホールの事業の充実
◆文化団体間の連携
などの視点から協力を得る必要があるため選任したものです。

○開館に向けて、新財団に人材を確保できるよう段階的に進める。

○来年度は、
・新劇場の事業を企画制作し提供するプロデューサー、
・舞台関連設備の安全を確保し高度な演出を行うテクニカル
ディレクター、
・管理運営に係る収支、人事・労務、マーケティングなどを担う
マネージャー

といった事業や施設の運営の核となる専門的人材を中心に、
新たに１０名程度採用し、開館に向けた準備を進めていく予定です。

①新劇場の運営母体として必要な、
高度な専門的人材とは？


